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東京歯科大学

Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

扁額（高雅学風徹千古）野口英世／書 髙山銅像前の血脇先生と野口博士

小幡式歯科治療椅子

「保歯新論」（上下、有新堂、1881年）髙山　齋／著

日
本
の
歯
科
医
学
を
牽
引
し
て
き
た
証
た
る
史
料

　
東
京
歯
科
大
学
は
、
わ
が
国
で
最
も
伝
統
の
あ
る
歯

科
大
学
で
あ
る
。
１
８
９
０
年
に
本
学
創
立
者
で
あ
る

髙
山
　
齋
先
生
が
、
東
京
・
芝
区
伊
皿
子
町
（
現
在
の

港
区
三
田
４
丁
目
）
に
、
わ
が
国
初
の
歯
科
医
学
教
育

機
関
「
髙
山
歯
科
医
学
院
」
を
設
立
し
た
の
が
、
東
京

歯
科
大
学
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

　
千
葉
校
舎
図
書
館
に
併
設
さ
れ
た
東
京
歯
科
大
学
史

料
室
に
は
、
創
立
１
３
０
有
余
年
の
歴
史
を
有
す
る
本

学
に
関
す
る
史
料
の
他
、
歯
科
医
学
の
発
展
に
関
連
し

た
歴
史
的
な
貴
重
書
、
貴
重
史
料
を
展
示
し
て
い
る
。

　
髙
山
先
生
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
保
歯
新
論
』（
有

新
堂 

１
８
８
１
年
）
は
、
髙
山
先
生
の
先
進
的
な
考
え

に
基
づ
い
て
著
述
さ
れ
、
英
米
の
歯
科
教
科
書
を
翻
訳
し

た
歯
科
衛
生
書
で
あ
る
。

　
小
幡
式
歯
科
治
療
椅
子
は
本
邦
歯
科
医
の
鼻
祖
で
あ

る
小
幡
英
之
助
先
生
が
創
案
し
、
１
８
７
５
年
以
来
愛

用
し
た
歯
科
用
治
療
椅
子
で
あ
る
。
本
学
に
は
ご
遺
族

に
よ
り
、
１
９
１
５
年
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
本
学
建
学
者
の
血
脇
守
之
助
先
生
は
、
会
津
若
松
か

ら
上
京
し
て
き
た
野
口
英
世
博
士
を
、
物
心
両
面
か
ら

支
え
て
世
界
的
な
研
究
者
に
育
て
た
功
労
者
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
二
人
の
親
し
い
間
柄
を
示
す
史
料
と
し
て
、

関
東
大
震
災
の
翌
年
（
１
９
２
４
年
）
に
血
脇
先
生
に
贈

ら
れ
た
扁
額
が
あ
る
。
扁
額
に
は
、
関
東
大
震
災
の
被

害
に
遭
い
、
校
舎
を
失
っ
た
血
脇
先
生
、
そ
し
て
本
学
の

学
生
・
教
職
員
に
対
し
て
、「
高
雅
で
気
高
い
学
風
は
、け
っ

し
て
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
永
遠
に
続
く
で
あ
ろ
う
」
と

い
う
励
ま
し
の
言
葉
が
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
を
偲
ぶ
貴

重
な
史
料
と
し
て
、
後
世
に
残
す
べ
く
展
示
し
て
い
る
。



日
本
の
歯
科
医
学
を
牽
引
し
て
き
た
証
た
る
史
料

　
東
京
歯
科
大
学
は
、
わ
が
国
で
最
も
伝
統
の
あ
る
歯

科
大
学
で
あ
る
。
１
８
９
０
年
に
本
学
創
立
者
で
あ
る

髙
山
　
齋
先
生
が
、
東
京
・
芝
区
伊
皿
子
町
（
現
在
の

港
区
三
田
４
丁
目
）
に
、
わ
が
国
初
の
歯
科
医
学
教
育

機
関
「
髙
山
歯
科
医
学
院
」
を
設
立
し
た
の
が
、
東
京

歯
科
大
学
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

　
千
葉
校
舎
図
書
館
に
併
設
さ
れ
た
東
京
歯
科
大
学
史

料
室
に
は
、
創
立
１
３
０
有
余
年
の
歴
史
を
有
す
る
本

学
に
関
す
る
史
料
の
他
、
歯
科
医
学
の
発
展
に
関
連
し

た
歴
史
的
な
貴
重
書
、
貴
重
史
料
を
展
示
し
て
い
る
。

　
髙
山
先
生
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
保
歯
新
論
』（
有

新
堂 

１
８
８
１
年
）
は
、
髙
山
先
生
の
先
進
的
な
考
え

に
基
づ
い
て
著
述
さ
れ
、
英
米
の
歯
科
教
科
書
を
翻
訳
し

た
歯
科
衛
生
書
で
あ
る
。

　
小
幡
式
歯
科
治
療
椅
子
は
本
邦
歯
科
医
の
鼻
祖
で
あ

る
小
幡
英
之
助
先
生
が
創
案
し
、
１
８
７
５
年
以
来
愛

用
し
た
歯
科
用
治
療
椅
子
で
あ
る
。
本
学
に
は
ご
遺
族

に
よ
り
、
１
９
１
５
年
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
本
学
建
学
者
の
血
脇
守
之
助
先
生
は
、
会
津
若
松
か

ら
上
京
し
て
き
た
野
口
英
世
博
士
を
、
物
心
両
面
か
ら

支
え
て
世
界
的
な
研
究
者
に
育
て
た
功
労
者
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
二
人
の
親
し
い
間
柄
を
示
す
史
料
と
し
て
、

関
東
大
震
災
の
翌
年
（
１
９
２
４
年
）
に
血
脇
先
生
に
贈

ら
れ
た
扁
額
が
あ
る
。
扁
額
に
は
、
関
東
大
震
災
の
被

害
に
遭
い
、
校
舎
を
失
っ
た
血
脇
先
生
、
そ
し
て
本
学
の

学
生
・
教
職
員
に
対
し
て
、「
高
雅
で
気
高
い
学
風
は
、け
っ

し
て
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
永
遠
に
続
く
で
あ
ろ
う
」
と

い
う
励
ま
し
の
言
葉
が
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
を
偲
ぶ
貴

重
な
史
料
と
し
て
、
後
世
に
残
す
べ
く
展
示
し
て
い
る
。



大学時報
University Current Review

2023.09／NO.412
CONTENTS

だ
い
が
く
の
た
か
ら
　
東
京
歯
科
大
学

大
学
点
描
　
大
東
文
化
大
学

巻
頭
言
　
異
な
る
文
化
が
交
わ
る
こ
と
で
、新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
る
　
高
橋
進

視
点
　
本
来
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は―

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
取
り
組
み―

　
津
田
葵

座
談
会

　大
学
教
育
に
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
は

　
　
　
　
　―
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
こ
と
、変
わ
ら
な
い
こ
と
―

　
内
村
直
尚
／
篠
原
聡
子
／
真
銅
正
宏
／
大
西
晴
樹
／（
司
会
）松
田
美
佐

特
集

　多
様
化
を
み
せ
る
寄
付
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン―

母
校
に
エ
ー
ル
と
支
援
を―

　
平
野
真

　
周
年
事
業
と
し
て
の
寄
付―

梅
村
学
園
創
立
１
０
０
周
年
記
念
寄
付
の
取
り
組
み―

　
曽
根
直
樹

　
Ａｍａｚｏｎ
を
利
用
し
た
現
物
寄
付

　
　―

寄
付
者
の〝
こ
こ
ろ
〞を
学
生
に
そ
の
ま
ま
伝
え
る―

　
松
井
誠
裕

　
想
い
が
つ
な
が
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付

　
　―

青
山
学
院
万
代
基
金
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付
の
取
り
組
み―

　
重
山
直
輝

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
大
学・学
生
活
動
支
援
　
黒
坂
光

　
大
学
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
可
能
性
　
金
久
保
智
哉

ず
い
そ
う
　
私
立
キ
リ
ス
ト
教
大
学
を
思
う
　
佐
々
木
哲
夫

小
特
集
　
2
0
2
3
海
外
留
学
の
現
状
と
展
望

　
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
課
題
と
展
望
　
出
口
真
紀
子

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
海
外
留
学
再
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　
中
戸
祐
夫
　
　
　
　
　
　

　
国
際
化
推
進
が
目
ざ
す「
変
革
を
担
う
」力
　
早
川
敦
子
　

　
海
外「
現
地
主
義
教
育
」が
直
面
し
た
試
練
と
展
望

　
　―

全
員
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に―
　
砂
山
幸
雄

寄
稿 

﹇
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
×
大
学
時
報
連
動
企
画
﹈

　
社
会
共
創
活
動
に
よ
る
教
育
効
果
に
つ
い
て

　
　―

コ
イ
ズ
ミ
物
流
株
式
会
社
と
の
取
り
組
み
を
通
じ
て―

　
田
中
康
仁

寄
稿 

﹇
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
×
大
学
時
報
連
動
企
画
﹈

　
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
教
育
実
践
　
齋
藤
知
明

私
の
授
業
実
践
〜
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら
〜

　
教
壇
に
立
っ
て
わ
か
る
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
　
今
村
圭

明
日
へ
の
試
み

　京
都
橘
大
学
総
合
心
理
学
部

　
心
と
行
動
を
起
点
と
し
て
社
会
の「
？
」を
解
き
明
か
す
　
柴
田
利
男

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ《
フ
ー
ド
ロ
ス
と
大
学
編
》

　
フ
ー
ド
ロ
ス
が
生
み
出
す
新
た
な
価
値
　
小
谷
広
美
　
　
　
　
　

　「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
＠
Ｊ
Ｗ
Ｕ
」実
施
と
今
後
の
展
望
　
宮
崎
あ
か
ね

　
ソ
ー
シ
ャ
ル・ア
ク
シ
ョ
ン
を
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

　
　―

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
を
育
む
大
学―

　
永
田
佳
之

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基
金
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
　
東
梅
貞
義
さ
ん
に
聞
く
　（
聞
き
手
）川
島
葵

新
会
員
代
表
者
紹
介

　
皇
學
館
大
学
／
宮
城
学
院
女
子
大
学
／
流
通
科
学
大
学
／
天
理
大
学
／
東
京
女
子
医
科
大
学

新
学
長
紹
介

　
昭
和
女
子
大
学

執
筆
者
・
出
席
者
の
ご
紹
介（
掲
載
順
）
　
　
　
　 

私
大
連
ニ
ュ
ー
ス

　
　
　
　 

編
集
後
記

101632343842465256626466727680869298100102104106108116118119

表 紙 ： クリ
ブナ科クリ属の総称。雄花と雌花の別があり、雌花は総苞（そ
うほう）と呼ばれる変形した葉に包まれています。これが成
長して栗の実のイガになります。イガは成熟すると裂け目が
生じて落果し、中からつややかな栗の実が覗きます。口を開
けて笑っているようなその様を「栗が笑む」と言い表します。

＊ 表紙デザインでは教育・成長・向上を植物になぞらえ、1年ごとに
さまざまな種・葉・花・実を紹介します。今年度は実のシリーズです。

だ
い
が
く
の
た
か
ら
　
東
京
歯
科
大
学

大
学
点
描
　
大
東
文
化
大
学

巻
頭
言
　
異
な
る
文
化
が
交
わ
る
こ
と
で
、新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
る
　
高
橋
進

視
点
　
本
来
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は―

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
取
り
組
み―

　
津
田
葵

座
談
会

　大
学
教
育
に
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
は

　
　
　
　
　―
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
こ
と
、変
わ
ら
な
い
こ
と
―

　
内
村
直
尚
／
篠
原
聡
子
／
真
銅
正
宏
／
大
西
晴
樹
／（
司
会
）松
田
美
佐

特
集

　多
様
化
を
み
せ
る
寄
付
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン―

母
校
に
エ
ー
ル
と
支
援
を―

　
平
野
真

　
周
年
事
業
と
し
て
の
寄
付―

梅
村
学
園
創
立
１
０
０
周
年
記
念
寄
付
の
取
り
組
み―

　
曽
根
直
樹

　
Ａｍａｚｏｎ
を
利
用
し
た
現
物
寄
付

　
　―

寄
付
者
の〝
こ
こ
ろ
〞を
学
生
に
そ
の
ま
ま
伝
え
る―

　
松
井
誠
裕

　
想
い
が
つ
な
が
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付

　
　―

青
山
学
院
万
代
基
金
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付
の
取
り
組
み―

　
重
山
直
輝

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
大
学・学
生
活
動
支
援
　
黒
坂
光

　
大
学
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
可
能
性
　
金
久
保
智
哉

ず
い
そ
う
　
私
立
キ
リ
ス
ト
教
大
学
を
思
う
　
佐
々
木
哲
夫

小
特
集
　
2
0
2
3
海
外
留
学
の
現
状
と
展
望

　
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
課
題
と
展
望
　
出
口
真
紀
子

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
海
外
留
学
再
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　
中
戸
祐
夫
　
　
　
　
　
　

　
国
際
化
推
進
が
目
ざ
す「
変
革
を
担
う
」力
　
早
川
敦
子
　

　
海
外「
現
地
主
義
教
育
」が
直
面
し
た
試
練
と
展
望

　
　―

全
員
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に―
　
砂
山
幸
雄

寄
稿 

﹇
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
×
大
学
時
報
連
動
企
画
﹈

　
社
会
共
創
活
動
に
よ
る
教
育
効
果
に
つ
い
て

　
　―

コ
イ
ズ
ミ
物
流
株
式
会
社
と
の
取
り
組
み
を
通
じ
て―

　
田
中
康
仁

寄
稿 

﹇
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
×
大
学
時
報
連
動
企
画
﹈

　
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
教
育
実
践
　
齋
藤
知
明

私
の
授
業
実
践
〜
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら
〜

　
教
壇
に
立
っ
て
わ
か
る
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
　
今
村
圭

明
日
へ
の
試
み

　京
都
橘
大
学
総
合
心
理
学
部

　
心
と
行
動
を
起
点
と
し
て
社
会
の「
？
」を
解
き
明
か
す
　
柴
田
利
男

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ《
フ
ー
ド
ロ
ス
と
大
学
編
》

　
フ
ー
ド
ロ
ス
が
生
み
出
す
新
た
な
価
値
　
小
谷
広
美
　
　
　
　
　

　「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
＠
Ｊ
Ｗ
Ｕ
」実
施
と
今
後
の
展
望
　
宮
崎
あ
か
ね

　
ソ
ー
シ
ャ
ル・ア
ク
シ
ョ
ン
を
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

　
　―

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
を
育
む
大
学―

　
永
田
佳
之

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基
金
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
　
東
梅
貞
義
さ
ん
に
聞
く
　（
聞
き
手
）川
島
葵

新
会
員
代
表
者
紹
介

　
皇
學
館
大
学
／
宮
城
学
院
女
子
大
学
／
流
通
科
学
大
学
／
天
理
大
学
／
東
京
女
子
医
科
大
学

新
学
長
紹
介

　
昭
和
女
子
大
学

執
筆
者
・
出
席
者
の
ご
紹
介（
掲
載
順
）
　
　
　
　 

私
大
連
ニ
ュ
ー
ス

　
　
　
　 

編
集
後
記
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表 紙 ： クリ
ブナ科クリ属の総称。雄花と雌花の別があり、雌花は総苞（そ
うほう）と呼ばれる変形した葉に包まれています。これが成
長して栗の実のイガになります。イガは成熟すると裂け目が
生じて落果し、中からつややかな栗の実が覗きます。口を開
けて笑っているようなその様を「栗が笑む」と言い表します。

＊ 表紙デザインでは教育・成長・向上を植物になぞらえ、1年ごとに
さまざまな種・葉・花・実を紹介します。今年度は実のシリーズです。

だ
い
が
く
の
た
か
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東
京
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科
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学

大
学
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描
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化
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学
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こ
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れ
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取
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／
篠
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司
会
）松
田
美
佐

特
集

　多
様
化
を
み
せ
る
寄
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ク
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金
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と
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０
０
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付
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付
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取
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光
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？
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》
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Ｗ
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大学点描

文化が交差し、出会う場へ。

東松山・板橋。2つのキャンパス

異なる文化が交わることで、
新しい文化が生まれるから。
創立から100年。大東文化大学は、ますます
地域・領域・時代を超えて、多彩な文化が交わり、
出会う場所へ。
さあ、無限の可能性が広がるこのステージで。
みんなとコラボし、歴史と文化と未来をつなげて、
あなたの文化を創り上げよう。

大東文化大学の前身校である大東文化学
院は、1923（大正12）年９月20日
に設立認可を受けて、東京麹町区富士見
町6丁目16番に開校した。

ビアトリクス・ポター   資料館TM



異なる文化が交わることで、
新しい文化が生まれるから。
創立から100年。大東文化大学は、ますます
地域・領域・時代を超えて、多彩な文化が交わり、
出会う場所へ。
さあ、無限の可能性が広がるこのステージで。
みんなとコラボし、歴史と文化と未来をつなげて、
あなたの文化を創り上げよう。

大東文化大学の前身校である大東文化学
院は、1923（大正12）年９月20日
に設立認可を受けて、東京麹町区富士見
町6丁目16番に開校した。

ビアトリクス・ポター   資料館TM



文化のコラボ、しよう。

大東文化大学は、創立以来、漢学をはじめとする
様々な文化との出会いを通じて社会を豊かにする
ことを目指してきました。

文化と向き合って100年。地域・領域・時代を超
えた多彩な文化が交差し、出会う場へ。

今日も新しい価値が生まれている。
その真ん中には、いつも、大東文化大学がいます。



大東文化大学は、創立以来、漢学をはじめとする
様々な文化との出会いを通じて社会を豊かにする
ことを目指してきました。

文化と向き合って100年。地域・領域・時代を超
えた多彩な文化が交差し、出会う場へ。

今日も新しい価値が生まれている。
その真ん中には、いつも、大東文化大学がいます。



☆大東文化大学　板橋キャンパス

〒175-8571　東京都板橋区高島平1-9-1

☆大東文化大学　東松山キャンパス

〒335-8501　埼玉県東松山市岩殿560

異
な
る
文
化
が

交
わ
る
こ
と
で
、

新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
る

高
橋 

進
　大
東
文
化
大
学
学
長

　自
ら
の
文
化
を
大
切
に
し
、多
様
な
文
化
を
受
け
入

れ
、新
た
な
価
値
の
創
造
を
と
お
し
て
社
会
を
豊
か
に

す
る
こ
と
は
す
べて
の
大
学
の
使
命
で
あ
ろ
う
。そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
、文
化
を
支
え
る
原
動
力
で
あ
る「
知
を

追
求
す
る
高
揚
感
」、「
新
し
い
気
付
き
と
感
激
」、

「
既
存
の
知
識
と
新
し
い
知
識
と
の
融
合
に
よ
っ
て
生

ま
れ
る
知
見
への
喜
び
」な
ど
に
溢
れ
、多
彩
な
文
化
の

交
差
点
が
存
在
す
る
学
び
舎
を
目
指
し
、各
大
学
が
切

磋
琢
磨
す
る
。そ
れ
で
こ
そ
、大
学
の
存
在
価
値
が
具

現
化
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

大学時報
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１
．  

修
道
女
会
と
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
歴
史
は
、設
立
母
体
で
あ
る

ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
６

名
が
、女
子
教
育
に
従
事
す
る
た
め
に
来
日
し
た
１
９
２
４
年
に

さ
か
の
ぼ
る
。

同
修
道
女
会
は
、フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
１
８
０
４
年
に

設
立
さ
れ
た
の
ち
、ヨ
ー
ロッ
パ
、北
ア
メ
リ
カ
に
活
動
を
広
げ
、さ
ら

に
長
年
に
わ
た
って
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
開

発
途
上
国
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
。２
０
０
１
年
に
は
国
際
連
合
に

諮
問
す
る
資
格
を
も
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
認
め
ら
れ
、国
連
に
オ
フ
ィ
ス

を
有
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
策
定
に
も
、と
く
に
女
子
教
育
・
移
民
女
性
支

援
面
で
中
心
的
に
関
わ
って
き
た
。現
在
、５
大
陸
で
１
０
９
０
余
名

の
修
道
女
会
会
員
が
活
躍
し
て
い
る
。日
本
で
は
修
道
女
会
を
母
体

と
し
て
学
校
法
人
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園
が
、岡
山
、倉
敷
、広
島

に
お
い
て
幼
稚
園
か
ら
大
学
・
大
学
院
ま
で
各
学
校
を
経
営
し
て

き
た
。ま
た
、同
じ
建
学
の
精
神
を
掲
げ
て
い
る
姉
妹
校
と
し
て
新

潟
清
心
女
子
中
学
・
高
等
学
校
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
は
、１
９
４
９
年
に
岡
山
の
地
に

設
立
さ
れ
た
。初
代
・
第
２
代
学
長
の
ア
メ
リ
カ
人
シ
ス
タ
ー
は
、日

本
に
お
け
る
女
性
の
社
会
進
出
に
熱
心
で
、最
初
か
ら
４
年
制
の
女

子
大
学
を
設
立
し
た
。そ
こ
で
、最
先
端
の
英
語
教
育
と
ア
メ
リ
カ

流
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
実
践
し
、中
四
国
か
ら
多
く
の
女
子

を
集
め
、現
在
に
至
る
本
学
の
基
盤
を
つ
く
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

２
．  
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
と
は

本
来
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
と
は
、社
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

2 

学
び
の
継
続

津
田 

葵
　ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長

本
来
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は

―
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
取
り
組
み
―

11

す
る
こ
と
を
目
的
に
、

少
人
数
の
学
生
に
対

し
て
教
員
が
対
話
的

に
行
う
総
合
的
で
質

の
高
い
教
育
を
意
味

し
て
い
る
。各
地
域
・

各
分
野
で
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ

う
、理
系
・
文
系
に
お

よ
ぶ
幅
広
い
知
識
・

技
術
と
、対
話
・
交
渉

の
力
と
を
育
む
も
の
で

あ
っ
た
。

教
員
が
学
生
一
人
一
人
を
把
握
し
て
一
対
一
で
対
話
す
る
よ

う
な
機
会
は
、大
き
な
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、学
生
と
教
員
が
人
格
を
認
め
合
い
、対
話
し
議
論
す
る

こ
と
こ
そ
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
基
本
だ
と
言
え
る
。そ
の
た

め
に
は
、学
生
数
を
２
～
３
０
０
０
人
規
模
に
抑
え
る
の
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。さ
も
な
く
ば
教
員
が
一
人
一
人
の
学
生
を

把
握
し
て
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
に
な
る
。

実
際
、「
全
米
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
・
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
み
れ

ば
、例
外
な
く
１
５
０
０
～
３
０
０
０
人
規
模
の
大
学
ば
か
り
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。本
学
で
は
、す
べ
て
の
学
生
に
教
員

が
一
人
ず
つ
付
い
て
大
学
生
活
全
般
の
相
談
に
応
じ
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、そ
れ
が
可
能
な
の
も
学
生
規
模

を
意
図
的
に
抑
え
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
女
子
大
学
が
、女
性
の
政
治

家
や
起
業
家
、企
業
や
非
営
利
組
織
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
数
多
く

輩
出
し
て
き
た
。本
学
で
も「
教
え
る
者
を
教
え
る
」と
い
う
理
念

に
基
づ
き
、全
学
科
で
教
職
資
格
を
取
得
可
能
に
す
る
こ
と
で
、こ

れ
ま
で
県
下
小
・
中
・
高
等
学
校
の
女
性
教
員
の
多
く
を
養
成
し

て
き
た
。就
職
率
も
全
国
屈
指
の
高
さ
で
あ
る
。本
来
の
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
は
、そ
れ
自
体
、質
の
高
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
な
る
わ

け
で
あ
る
。

本
学
は
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
な
か
で
も
、と
く
に
儀
式
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
大
切
に
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
基
づ
く

大
学
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、入
学
宣
誓
式
に
は
じ
ま
り
、４
年
生

の
５
月
に
は
学
士
候
補
生
対
象
の
キ
ャッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
授

与
式
、翌
３
月
に
は
卒
業
予
定
学
生
対
象
の
フ
ッ
ド
授
与
式
が
実

施
さ
れ
、卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
を
迎
え
る
。そ
れ
ら
は
第

大学聖堂
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す
る
こ
と
を
目
的
に
、

少
人
数
の
学
生
に
対

し
て
教
員
が
対
話
的

に
行
う
総
合
的
で
質

の
高
い
教
育
を
意
味

し
て
い
る
。各
地
域
・

各
分
野
で
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ

う
、理
系
・
文
系
に
お

よ
ぶ
幅
広
い
知
識
・

技
術
と
、対
話
・
交
渉

の
力
と
を
育
む
も
の
で

あ
っ
た
。

教
員
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学
生
一
人
一
人
を
把
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し
て
一
対
一
で
対
話
す
る
よ

う
な
機
会
は
、大
き
な
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
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し
、学
生
と
教
員
が
人
格
を
認
め
合
い
、対
話
し
議
論
す
る

こ
と
こ
そ
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
基
本
だ
と
言
え
る
。そ
の
た

め
に
は
、学
生
数
を
２
～
３
０
０
０
人
規
模
に
抑
え
る
の
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。さ
も
な
く
ば
教
員
が
一
人
一
人
の
学
生
を

把
握
し
て
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
に
な
る
。

実
際
、「
全
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リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
・
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
み
れ

ば
、例
外
な
く
１
５
０
０
～
３
０
０
０
人
規
模
の
大
学
ば
か
り
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。本
学
で
は
、す
べ
て
の
学
生
に
教
員

が
一
人
ず
つ
付
い
て
大
学
生
活
全
般
の
相
談
に
応
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る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
を
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し
て
い
る
が
、そ
れ
が
可
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な
の
も
学
生
規
模

を
意
図
的
に
抑
え
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
女
子
大
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が
、女
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の
政
治

家
や
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業
家
、企
業
や
非
営
利
組
織
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
数
多
く

輩
出
し
て
き
た
。本
学
で
も「
教
え
る
者
を
教
え
る
」と
い
う
理
念

に
基
づ
き
、全
学
科
で
教
職
資
格
を
取
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に
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る
こ
と
で
、こ
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で
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下
小
・
中
・
高
等
学
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の
女
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の
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く
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成
し
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た
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指
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高
さ
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あ
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。本
来
の
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
は
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れ
自
体
、質
の
高
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
な
る
わ

け
で
あ
る
。

本
学
は
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
な
か
で
も
、と
く
に
儀
式
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
大
切
に
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
基
づ
く

大
学
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、入
学
宣
誓
式
に
は
じ
ま
り
、４
年
生

の
５
月
に
は
学
士
候
補
生
対
象
の
キ
ャッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
授

与
式
、翌
３
月
に
は
卒
業
予
定
学
生
対
象
の
フ
ッ
ド
授
与
式
が
実

施
さ
れ
、卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
を
迎
え
る
。そ
れ
ら
は
第

大学聖堂
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１
回
卒
業
式
か
ら
７０
年
以
上
、一
度
も
途
切
れ
ず
続
い
て
き
た
。メ

デ
ィ
ア
を
通
し
て
地
域
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、建
学
の
精
神

を
、文
字
だ
け
に
よ
ら
ず
、体
得
す
る
仕
組
み
と
し
て
外
部
評
価
等

で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

 一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
、そ
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
意
識
や
理
念
理
解
を
深
め
る
儀
式
の
実
践
な
ど
は
、た
と

え
ば
本
学
の
極
め
て
低
い
退
学
率
や
高
い
就
職
率
、卒
業
時
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
満
足
度
の
高
さ
、ま
た
同
窓
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
国

へ
の
広
が
り
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

3
． 

知
の
統
合
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

本
学
は
文
学
部
と
人
間
生
活
学
部
の
２
学
部
か
ら
成
り
、文
学

部
は
英
語
英
文
学
科
、日
本
語
日
本
文
学
科
、現
代
社
会
学
科
か

ら
、ま
た
人
間
生
活
学
部
は
人
間
生
活
学
科
、児
童
学
科
、食
品

栄
養
学
科
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
構
成
さ
れ
て
い
る（
現
在
、国
際
文
化
と

情
報
デ
ザ
イ
ン
の
学
部
学
科
を
設
置
構
想
中
で
あ
る
）。人
文
学
、

社
会
科
学
、さ
ら
に
理
系
に
ま
で
及
ぶ
多
様
な
学
科
を
擁
し
て
い

る
が
、本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
、リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
教
育
の
理
念
で
あ
る「
知
の
全
人
的
統
合
」を
は
か
る
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。

理
系
文
系
問
わ
ず
本
学
の
す
べ
て
の
学
科
で
、卒
業
論
文
が
必

須
に
な
っ
て
い
る
の
は
、そ
の
執
筆
過
程
が
４
年
間
の
学
び
の
統
合

に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。そ
の
う
え
で
学
科
の
学
び
を〈
包
み
込

む
〉も
の
と
し
て
、（
通
常
は
専
門
教
育
の
前
段
と
し
て
考
え
ら
れ

が
ち
な
）全
学
共
通
科
目
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、本
学

の
特
徴
だ
と
言
え
る
。全
学
年
対
象
の
学
科
横
断
的
な
演
習
科
目

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
が
開
講
さ
れ
、実
際
に
３・４

年
生
が
多
く
受
講
し
て
い
る
の
は
、〈
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
の
対
話
的
・
総
合
的
で
質
の
高
い
教
育
〉と
い
う
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
の
理
念
が
学
生
に
最
後
ま
で
行
き
届
く
こ
と
を
本
学

が
重
視
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。

ま
た
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
別
に
、学
生
の
職
業
意
識
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む
学
内
ワ
ー
ク
ス
タ
デ
ィ
制
度
、「
学
生
職
員
」

の
取
り
組
み
も
本
学
な
ら
で
は
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。学
内
ワ
ー

ク
ス
タ
デ
ィ
は
ア
メ
リ
カ
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
大
学
で
み
ら
れ
る
制

度
で
、授
業
補
助
を
行
う
Ｓ
Ａ
、儀
式
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、大
学
広
報
な
ど
を
、学
生
が
臨
時
職
員
と

し
て
担
当
す
る
も
の
で
あ
る
。さ
ら
に
地
域
連
携
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進

に
学
生
の
ア
イ
デ
ア
や
発
想
を
生
か
す
た
め
に
、企
画
段
階
か
ら

参
画
す
る「
学
生
職
員
」の
取
り
組
み
も
始
め
て
い
る
。
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4
． 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
へ

カ
ト
リ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
特
徴
は
、社
会
正
義
の

追
求
に
あ
る
と
言
え
る
。全
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
問

題
や
人
権
・
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、ロ
ー
マ

教
皇
も
正
式
に
公
表
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。本
学
も
ま
た
国

連「
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」す
な
わ
ち
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

本
学
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
に
は
、３
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

１
つ
目
は
、設
立
母
体
で
あ
る
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道

女
会（
国
連
オ
フ
ィ
ス
）と
の
連
携
と
、そ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
理
解
の
継
承

で
あ
る
。長
年
、開
発
途
上
国
支
援
に
取
り
組
み
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
策
定
に

関
わ
っ
て
き
た
修
道
女
会
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
理
解
と
実
践
は
、本
学
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
す
べて
の
基
盤
・
見
本
に
な
って
い
る
。

２
つ
目
の
特
徴
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
５（
す
べ
て
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
）を
核
と
し
た
教
育
と
組
織
づ
く
り
で
あ

る
。女
子
大
の
す
べ
て
の
授
業
・
課
外
活
動
は
、女
子
学
生
の
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
。た
と
え
ば
ゼ
ミ
は
す
べ
て
女

性
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
が
、そ
れ
は
共
学
大
学
で
は
な

い
こ
と
だ
ろ
う
。ま
た
本
学
で
は
正
規
教
員
の
半
分
が
女
性
で
あ

り
、管
理
職
・
経
営
陣
の
半
分
も
女
性
で
あ
る
。こ
の
状
況
は
世

界
的
に
も
珍
し
い
が
、そ
れ
に
よ
っ
て
本
格
的
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を

女
子
学
生
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

授
業
科
目
と
し
て
も
、社
会
的
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
環
境
問

題
と
人
権
・
貧
困
）に
つ
い
て
、キ
リ
ス
ト
教
を
ベ
ー
ス
に
学
ぶ
全

１
年
生
必
修
の
授
業「
人
間
論
」や
、海
外
の
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
や

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
取
り
組
ん
で
き

た「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
」、模
擬
国
連
に
参
加
す
る
授
業
、Ｅ
Ｓ
Ｄ

（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）の
授
業
、女
性
の
キ
ャ
リ
ア

に
関
す
る
授
業
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

３
つ
目
の
特
徴
は
、２
０
１
９
年
度
設
立
の
地
域
連
携
・
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

推
進
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、全
在
学
生
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進

機
会
と
支
援
を
組
織
的
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。様
々
な

取
り
組
み
が
あ
る
が
、岡
山
県
と
連
携
し
て
県
の
迷
惑
行
為
防
止

条
例
の
改
正
を
進
め
た
り
、男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
学
生
が

政
策
提
言
し
た
り
す
る
取
り
組
み
も
含
ま
れ
て
い
る
―
―
修
道
女

会
シ
ス
タ
ー
も
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
に
資
す
る
と
し
て
そ
れ
ら
を
高
く
評

価
し
て
く
だ
さ
っ
た
。こ
れ
ら
の
甲
斐
あ
っ
て
本
学
は
２
０
２
０
年

に「
国
連
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
大
学
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
創
設
２８

大
学
に
選
ば
れ
た
。目
下
、「
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
入
門
」授
業
を
共
同

構
築
し
、実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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Ｇ
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は
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に
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く
評

価
し
て
く
だ
さ
っ
た
。こ
れ
ら
の
甲
斐
あ
っ
て
本
学
は
２
０
２
０
年

に「
国
連
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
大
学
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
創
設
２８

大
学
に
選
ば
れ
た
。目
下
、「
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
入
門
」授
業
を
共
同

構
築
し
、実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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今
後
も
、本
学
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
５「
す
べ
て
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」を
軸
と
し
つ
つ
、そ
の
他
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
、す

な
わ
ち
気
候
変
動
・
環
境
問
題
や
人
権
擁
護
、貧
困
支
援
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。脱
炭
素
・
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
社
会
の
形
成
は

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
で
あ
り
、外
国
人
労
働
者
の
人
権
擁
護
、子
ど

も
の
貧
困
な
ど
は
日
本
社
会
全
体
に
関
わ
る
課
題
で
あ
ろ
う
。本

学
で
は
、そ
れ
ら
の
課
題
に
、岡
山
・
瀬
戸
内
ロ
ー
カ
ル
の
課
題
と

歴
史（
ハ
ン
セ
ン
病
や
豊
島
問
題
、水
島
公
害
、ま
た「
医
療
先
進

県
」「
晴
れ
の
国
」と
呼
ば
れ
る
歴
史
や
地
域
特
性
）を
ふ
ま
え
つ

つ
、取
り
組
む
こ
と
で
、独
自
の
グ
ロ
ー
カ
ル
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
実
践
／
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

５
． 

修
道
女
会
が
注
目
す
る
近
年
の
国
際
的
な
潮
流
・
活
動

最
後
に
、本
学
の
設
立
母
体
で
あ
る
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
修
道
女
会
が
近
年
、重
視
し
て
い
る
国
際
連
合
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
い
く
つ
か
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
当
然
、気
候
変
動
問
題
や
世
界
中
の
生
態
系
劣
化
を
防

止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。ま
た
コ
ロ
ナ
禍
後
の
世
界
の
回

復
に
向
け
て
の
諸
活
動
も
重
要
だ
と
言
え
る
。特
に
社
会
の
周
縁

に
残
さ
れ
た
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
敏
感
に
対
応
す
る
活
動
と
し
て
、女

性
、子
ど
も
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、若
者
、障
が
い
者
な
ど
に

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

世
界
の
人
身
売
買
撲
滅
や
児
童
労
働
に
反
対
す
る
取
り
組
み

も
大
切
だ
ろ
う
。前
者
に
は
、「
被
害
者
の
声
が
道
を
切
り
開
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
人
身
売
買
の
被
害
者
と
生
存
者
の
声
に
耳

を
傾
け
、そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
、そ
し
て
そ
う
い
っ
た
犯
罪
を
防
ぐ

た
め
の
効
果
的
な
対
策
、被
害
を
被
っ
た
方
々
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
道
の
り
の
支
援
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、修
道
女
会
は
、国
連
の

開
発
資
金
委
員
会
、移
民
委
員
会
、鉱
業
作
業
部
会
、社
会
開
発

委
員
会
、宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
委
員
会
、女
性
の
地
位
に
関
す
る
委
員
会
、

人
身
売
買
阻
止
委
員
会
、女
子
作
業
部
会
の
各
委
員
会
に
参
加

し
、人
権
の
保
護
、社
会
開
発
な
ど
国
連
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

種
々
の
活
動
を
建
設
的
に
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
し
て
こ
れ

ら
の
国
際
的
な
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
識
や
経
験
を
世
界

各
地
の
修
道
女
た
ち
が
共
有
し
、そ
れ
ら
を
い
か
に
し
て
能
動
的

な
行
動
へ
と
駆
り
立
て
る
知
恵
へ
と
変
え
て
い
け
る
か
に
つ
い
て
、

修
道
女
会
の
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
域
で
探
り
、追
求
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、本
学
の
、と
く
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
関
わ

る
今
後
の
取
り
組
み
の
、範
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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